
1 

 

 

 

 

 

上野地区まちづくり推進について 

 

 

１ 背景・目的 

  令和 2年 3月に策定した「上野地区まちづくりビジョン」に掲げる 2040 年代頃の

上野の将来像実現に向けて、歩行者の回遊性向上に向けた取組やまちづくり誘導方策

等の検討を進め、上野地区の魅力や価値の更なる向上を図っていく。 

 

 

２ 令和６年度の主な取組 

 （１）エリアマネジメント体制の構築に向けた検討 

杜とまちの連携を図るエリアマネジメント体制の構築に向け、地域主体のまちづく

り活動の現状を整理し、それらの活動を支援するための仕組みや体制について検討を

行った。その内容について上野地区まちづくりビジョン推進会議の専門部会である

「まちづくり推進部会」において議論を行った。本部会における各委員の意見を踏ま

え、地域の関係者と意見交換を開始した。 

 

（２）まちづくり誘導方策の検討 

上野駅周辺の周辺環境の保全と都市更新の両立を図りながら、地域特性を活かした

世界遺産のあるまちに相応しい景観を形成していくため、「上野地区景観形成ガイド

ライン」の策定に向けた検討を行った。 

 

（３）ウォーカブル推進の取組 

上野地区のウォーカブルなまちづくりを推進するため、上野公園北部エリアまちづ

くりイベントをはじめ、杜・まち・駅の回遊性向上に向けた「上野広小路ヒロバ化社

会実験」（別紙１参照）やパンダ橋における公共空間活用の可能性を検討する社会実

験（別紙２参照）を実施した。 
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３ 令和７年度の主な取組 

  令和６年度の取組内容を踏まえ、令和７年度については、上野らしい風格や賑わい

のある都市空間の創出やウォーカブル推進に向け、地域や事業者等の多様な主体と連

携したまちづくりを推進していく。 

 

 （１）まちづくり誘導方策の検討 

上野地区まちづくりビジョンの実現に向け、杜とまちの相乗効果を生み出す都市機

能の導入や土地利用の増進に向けたまちづくり誘導方策の検討を行う。 

 

（２）ウォーカブル推進の取組 

上野地区ウォーカブル推進に向け、公民連携による公共空間利活用の社会実験（中

央通り、パンダ橋）等を実施し、道路空間等の活用可能性を検討するとともにパブリ

ックスペース等の利活用など、地域主体の杜まち連携に資する取組を推進するための

仕組みや体制を検討していく。 

 

 （３）上野公園北部エリアにおける回遊性向上 

上野公園北部エリアにおける回遊性向上に向け、歩行者ネットワークの充実を図る

ため、ＪＲ鶯谷駅と上野恩賜公園を結ぶ特別区道台第６２号線の修景整備に向けた道

路詳細設計を行う。 

 

 

４ 予算額（案） 

   １８４，９６４千円 

 

 

    



社会実験実施箇所



社会実験実施箇所



社会実験実施箇所:パンダ橋


